
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第８教区第２１１番常林寺 

住所：福島県郡山市中田町駒板字表７１ 

 

寺院の被害 
・地震により本堂兼庫裡が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・放射能汚染の影響があるが、寺院所在地の放射線平均値は、年間被ばく

線量の許容値とされる毎時 0.23マイクロシーベルトよりやや低いと考え

ている。行政の除染は進んでいない。 

・経済的問題を抱えている。 

檀信徒の現状 ・檀信徒も被災している。若年層の離村が多い。 

地域の現状 

・乳製品が、事故を境として低価格となり、酪農農家は風評被害に苦慮し

ている。 

・煙草生産農家の多くが廃業し、１軒のみとなった。そうしたことが生活

に暗い影を落としており、日々の生活は容易ではない。 

復興の状況 ・寺院復旧については、経済的問題により厳しいものがある。 

（H25.9.18現在） 

 

 


